




1.研究目的

　心身障害予防を目的として,超音波装置の安全基準を決定するため,動物胎児,

培養細胞,染色体などに対するパルス超音波の作用を研究する必要があるが,こ

の研究を進めるにはドーシスとしての超音波の照射量を正確に知る必要があり,

これを実現できる照射装置を開発する必要がある。


